
4 市内の農業従事者との座談会

① 実施の⽬的
 当ビジョンの作成にあたり、熊⾕市における農業の現状、課題、これからの農業のあり⽅について、実際に農業に関わる⽣

産者の意⾒を抽出し、参考とすることを⽬的として実施した。

② 実施概要
内容項⽬

令和5年10⽉19⽇（⽊）16:00〜18:00⽇ 時

マロウドイン熊⾕ 南昌の間会 場

⽊部 富次
夏⽬ 亮⼀
⽊村 進

会⻑
理事⻑
顧問

熊⾕市農業委員会
池上⼟地改良区
農事組合法⼈⼩原営農

参加者

⽥所 隆雄
島村 博⽂
室久保 貞⼀
松⾕ 宏之
杉﨑 康太

専務
事務局⻑
アドバイザー
主任研究員
副主任研究員

株式会社まちづくり熊⾕

株式会社流通研究所
実施者
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(1) 実施概要
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内容カテゴリー
• 未耕作農地を引き受け耕作⾯積を拡⼤する中、未整備のほ場も含まれることから⽣産効率が低下するた

め、農業を事業化することが難しい状況がある。
• 若⼿を社員として雇⽤すると経営が成り⽴たなくなるため、“定年組”を時給で雇⽤するのが実情である。
• 農業経営を成⽴させるためには、⾼い⽣産効率を実現できる⼤規模なほ場での営農が必要となる。

営農の状況

• 埼⽟県の農地中間管理機構は、現状では借り⼿のいない農地や⼩規模、不整形な農地を受け⼊れな
いため、農地の集約化が進まず、耕作放棄地が拡⼤する傾向にある。農地の集積

• ⼟地改良していない農地は借り⼿が⾒つからない。
• 池上地区では暗渠を⼊れ、⽔稲だけでなく、畑作も可能な農地として整備した。将来的には、少数の農

業⽣産法⼈に農地を貸出す⽅向を想定している。

農業⽣産基
盤の整備

• 農業⼤学校との連携や農業塾を通じて新規就農者の確保を進めている。
• 定年が延びたことで、期待していた“定年組”の担い⼿の確保が難しくなっている。

担い⼿の確保、
⼈材育成

• 第三者承継の実績が出ており、今後、有効な仕組みとして活⽤を期待できる。事業継承

① 現状と課題
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(2) 実施結果の整理
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内容カテゴリー

• 農業者⾃ら直売所等を整備して販売チャネルを確保する。
• 都内の消費地に軽トラ等で出向き、⾃ら販売する仕組みを構築する。

儲かる農業の
実践

• 将来的に農家の⼤規模化が進む中で、⼤規模農家が営農しやすい農地基盤整備を進め農地の集約化
を図ることが必要である。

• 基盤整備ができない⼩規模、不整形な農地は市⺠農園として活⽤し、市⺠の農に触れる場としての活⽤
が想定される。

農地活⽤の⽅
向性

• 農業⼤学校と連携した担い⼿の確保、農業塾参加者などから担い⼿を確保する等の仕組みづくりを進め
る必要がある。

• 農業者の法⼈化を進め、農地の集約・農業機械などの導⼊⽀援を⾏い、サラリーマン農家・農業者として
新規就農者の受け⼊れ体制を拡充する。

• 意欲的な新規就農者と⼤規模農地を持つ農業者とのマッチングを進め、事業承継を進める仕組みを構
築する

担い⼿の確保

• ⽔稲、畑作ともに有機農業への移⾏を促進させ、有利販売のできる農産物の⽣産を進める。
• 地産地消だけでなく、都市部の消費地での販売チャネルを確⽴する。
• 農畜連携などを通じた循環型農業の実践を促す。

持続的な農業
の仕組みづくり
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② 今後の対策

(2) 実施結果の整理
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(3) 座談会記録抄
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（万ha）③②①

①~③⾯積計畑_整形⽥(30a程度以上-
50a未満)⽥（50ha以上)地域区分

3.511.321.880.30埼⽟県
1.310.151.080.08東部
0.270.140.110.02中央
1.390.720.490.18北部
0.510.300.190.02⻄部
0.030.010.010.00秩⽗
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⽥畑の整備状況

⽥（50a以上） ⽥（30a程度以上‐50a未満） 畑_整形

 北部地域は、30a程度以上の⽥と整形の畑が5割ずつとなる。
 北部地域内の農業⽣産基盤の整った耕地⾯積は、他地区に⽐べて

⼤きい。

出典︓ 「作物統計調査 市町村別データ(R2年）」 、「農業基盤情報基礎調査(R2年)」 農林⽔産省農村振興局より

 熊⾕市の耕地⾯積における30a程度以上の⽥と畑の整形地の割合
は7割となる。
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※⼩数点2位以下の端数処理のため、合計が不⼀致の部分あり

（％）⑤ 万ha④ 万ha③ 万ha② 万ha① 万ha

整備状況
④/⑤

市内の耕地
⾯積

①~③⾯積
計畑_整形

⽥（30a程
度以上〜

50a未満）
⽥（50a以

上）

70%0.570.400.090.130.17熊⾕市
62%0.200.120.050.070.00本庄市
96%0.590.560.400.160.00深⾕市
89%0.110.100.040.050.00美⾥町
61%0.080.050.040.010.00神川町
82%0.110.090.040.040.00上⾥町
58%0.130.070.050.030.00寄居町

(4) 農業⽣産基盤の整備状況


